
ここでは、契約のしおりについての解説をします。

１　契約のしおりの目的
　　　契約書の抽象的な表現や簡潔な表現を、できるだけかみくだいて説明し、利用者の理解を助けることが契約のしおりの第一の目的です。たとえば、「福祉サービス」の意味の説明や生活支援員とホームヘルパーとの違いの説明などがこれにあたります。

契約書に書いてあることで、特に重要な点について強調して説明し、利用者の誤解をふせぐことが第二の目的です。たとえば、お手伝いのし方や意思の確認の方法など説明しています。
契約書には書いていないが関連する事項で、利用者が知っておくことが適当であることを説明することが第三の目的です。たとえば、契約書を作る理由や契約書の構成、支援計画や預かり書について説明しています。

２　契約のしおりを作成するときの注意点
　　　契約書の内容と一致したものを作成する必要があります。

　　　わかりやすい表現を使うことによって、契約書の内容に誤解が生じないようにする必要があります。

　　　たとえば、契約のしおりでは、契約書上の「援助」という表現に代えて、「お手伝い」という言葉を使用していますが、「お手伝い」という言葉はわかりやすい反面で、ホームヘルパーの仕事と混同するおそれもあります。そこで、契約のしおりでは見出しなどで「お手伝い（援助）」と表記した上で、ホームヘルパーの仕事との違いを説明しています。

３　契約のしおりの利用のしかた
　　　契約の締結時に、全部または特に重要な点について読み上げるなどして利用します。

　　　また、利用者の手元に、契約のしおりを一部おき、いつでも読めるようにしておく必要があります。




４　契約のしおりの解説
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